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こ
こ
に
取
り
上
げ
る
円
観
房
恵
鎮
（
慧
鎮
と
も
。
以
下
本
稿
で
は
円
観
と
す
る
）
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
と
し
て
中
宮
藤
原
禧
子
の
懐
妊
祈
祷
に
か
こ
つ
け
た
鎌
倉
幕
府
調
伏
の
祈
祷
を
行
っ
た
人
物
と
（１）
し
て
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
力
で
彼
は
「
太
平
記
」
の
制
作
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
（２）
ことを伝這える「難太平記」の記事によれば、彼が等持寺の
足
利
広
義
の
も
と
に
「
太
平
記
」
三
十
余
巻
を
持
参
し
、
直
義
が
こ
れ
を
玄
恵
に
読
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
誤
り
の
多
い
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
改
訂
を
命
じ
た
と
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
に
つ
い
て
は、すでに一一一一三八年（延元三・暦応元）から一一一一五○年
（
正
平
五
・
観
応
元
）
三
Ⅱ
ま
で
の
間
の
出
来
事
を
伝
え
る
も
の
で
法
政
史
学
第
七
十
五
号
〈研究ノート〉
円
観
房
恵
鎮
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
時
期
に
つ
は
じ
め
に
（３）
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
共
ど
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
後
醍
醐
に
什
え
て
い
た
円
観
が
、
あ
る
時
期
以
降
、
北
朝
方
に
帰
順
し
て
い
た
可
能
性
が
こ
こ
か
ら
浮
か
び
１
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
時
期
と
は
い
つ
頃
だ
ろ
う
か
。
（４）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
川
観
の
略
伝
を
記
し
た
先
行
研
究
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
辞
書
類
で
も
「
足
利
尊
氏
が
後
醍
醐
に
反
旗
を
翻
し
（５）
て
以
後
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
尊
氏
が
出
陣
を
決
意
し
て
縮
根
・
竹
之
下
の
合
戦
で
後
醍
醐
の
派
遣
し
た
新
田
義
貞
の
軍
勢を撃破するのは一三一一一五年（建武一一）十一一月のこととざ
（６）
れ
て
い
る
か
ら
、
少
な
／
、
と
も
こ
の
頃
ま
で
に
尊
氏
が
後
醍
醐
か
ら
離
反
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
と
す
る
と
円
観
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
も
こ
れ
以
降
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
時
期
を
絞
り
込
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
し。
て
築
地
貴
久 ○
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は
［
史
料
上
に
注
目
し
て
み
た
い
。
［史料と
円
頓
宝
戒
寺
住
持
職
井
寺
領
相
模
国
金
目
郷
半
分
事
、
早
如
元
叩被致沙汰之状如件、
（足利直義）
建
武
旧
年
十
月
十
六
日
左馬頭在御判
（７）
円
観
化
人
［史料１］は、建武四年（一一一一三七）十月十六日付で足
利
直
義
が
円
観
に
宛
て
て
宝
戒
寺
住
持
職
と
川
寺
領
で
あ
る
相
模
同
全
日
郷
の
半
分
を
安
堵
し
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
、
管
見
の
限
り
で
は
円
観
が
北
朝
方
の
人
物
と
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
初
見
事
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
遅
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
円
観
も
北
朝
方
に
帰
順
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
関
係
が
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
が
す
ぐ
次
に
掲
げ
る
［
史
料
２
］
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
本
稲
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
試
み
、
円
観
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
が
い
つ
頃
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
てみたい。
［史料２］
円
観
房
恵
鎮
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
時
期
に
つ
い
て
（
築
地
）
（北畠親房）
御判北畠入道殿
文
書
内
容
の
検
討
目
最
前
、
被
通
彼
方
候
之
間
、
無
念
之
次
第
候
、
諸
事
被
期
後
信候之由、仰所候也、恐々護一一一一口、
七
川
十
一
Ⅱ
沙
弥
元
覚
（宗広・道忠）（８）
結
城
上
野
入
道
殿
［史料２］は、一三一二三年（元払三・服慶一一）から一三
一
二
七
年
（
延
元
二
・
建
武
四
）
に
至
る
ま
で
の
間
に
結
城
宗
広
が
受
け
取
っ
た
文
書
を
書
き
継
い
だ
「
結
城
家
文
書
重
書
案
」
の
な
か
の
一
通
で
、
北
畠
親
房
が
宗
広
に
対
し
て
発
し
た
袖
判
御
教
書
の
案
文
（北畠顕家）
で
あ
る
。
内
容
は
「
国
司
御
上
洛
事
」
と
「
結
城
下
方
・
察
河
内
六
畦、何Ｊ〃側ｆＪⅢ恥火、先リー’‐教掘、川被Ⅲ‐，似．‐．
抑結城下方・寒河内六卿騨鍜熱望申候鐵於為闘所
（北畠顕家）
国
司
御
上
洛
事
、
度
々
被
下
勅
書
・
輪
］
日
候
欺
、
扶
冊
而
御
分
国
内
悉
未
静
識
候
歎
、
又
軍
勢
疲
労
、
皆
被
推
察
候
、
御
発
向
遅
引
無
力
事
候
哉
、
但
諸
国
官
軍
、
近
日
雌
得
力
之
体
候
、
各
〔速力〕
待命中当国御左右之体候也、相構、早遣申沙汰候者、可
為
無
双
之
高
名
候
、
励
老
骨
、
被
致
忠
之
巾
、
其
聞
候
間
、
万
蠣
懸
敷
候
、
且
御
心
中
可
被
察
叩
候
、
諸
事
被
瀝
思
食
候
也
、
御
上
洛
猶
難
義
之
次
第
、
被
進
軍
勢
、
念
可
被
責
落
関
東
候
、
〔間力〕
其聞事度々被市中候了、
此
僧
被
遣
法
勝
寺
、
事
書
持
参
候
間
、
委
不
達
上
聞
候
欺
、
Ｈ
ｃ
又
辿
委
川
被
Ⅱ
似
彼
ｔ
人
刀
撫
荷
Ｉ
後
、
可被得意候、
、
諸
事
被
期
後
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郷
事
」
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
本
稿
で
は
後
者
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
傍線部ａによれば、宗広は「結城下方」・「寒河内六郷」
の
二
箇
所
の
給
与
を
所
望
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
親
房
は
關
所
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
、
と
り
あ
え
ず
は
陸
奥
守
北
畠
顕
家
の
「
御
教
書
」
、
す
な
わ
ち
陸
奥
国
宣
に
よ
っ
て
拝
領
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
式
に
は
や
は
り
後
醍
醐
の
倫
旨
に
よ
っ
て
所
領
の
給
与
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
親
房
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
件
は
後
醍
醐
の
も
と
に
も
届
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
が
傍
線
部
ｂ
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
勝
寺
に
「
事
書
」
は
持
参
し
た
も
の
の
、
後
醍
醐
に
は
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
後
の
文
脈
よ
り
推
し
て
「
事
書
」
と
は
お
そ
ら
く
宗
広
の
所
領
給
与
の
要
求
に
関
わ
る
文
書
と
判
断
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
後
醍
醐
の
も
と
に
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
事
情
は
傍
線
部
ｃ
の
部
分
に
明
ら
か
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
彼
上
人
」
が
つ
い
最
近
「
彼
方
」
に
通
じ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
彼
上
人
」
と
は
「
法
勝
寺
上
人
」
の
こ
と
を
指
す
と
み
て
間
違
い
な
い
か
ら
、
こ
の
点
を
傍
線
部
ｂ
に
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
結
び
付
け
て
考
え
れ
ば
、
「
最
近
に
な
っ
て
法
勝
寺
上
人
が
彼
の
方
に
通
じ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
事
書
が
後
醍
醐
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
状
況
法
政
史
学
第
七
十
五
号
では、［史料２】はいつ発給されたものなのだろうか。
「口河市史」では【史料２－を一三一一一七年（延元一一・建武
（、〉
四
）
に
比
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
根
拠
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
【
史
料
３
］
に
注
目
し
な
が
ら
、
こ
の
点
の
川
否
を
「
結
城
下
方
・
寒
河
内
六
郷
事
」
に
記
さ
れ
た
内
容
と
の
関
わ
り
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
【史料３］
（一脱力）
（結城）
結
城
郡
内
上
方
者
為
朝
祐
跡
、
先
立
拝
領
之
、
下
方
者
、
号山川、此領主川河判官者今度成朝敵了、
一、寒河郡十二郷内附綱燗柵所、先立残六郷領主等、今度
悉
成
御
敵
候
了
、
下
野
国
寒
河
郡
事
、
領
主
等
悉
与
Ⅲ
凶
徒
云
々
、
然
早
彼
跡
可
被
領
掌
由
、
国
宣
候
也
、
価
執
達
如
件
、
延
元
一
一
年
八
月
什
二
Ⅱ
鎮
守
軍
監
有
実
奉
一一一一一
・を読み取ることができるだふ弧。となれば、「彼方」とは
敵
方
、
す
な
わ
ち
北
朝
方
の
こ
と
を
指
す
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
［
史
料
２
］
の
発
給
か
ら
そ
れ
程
遡
ら
な
い
時
期
に
「
法
勝
寺
上
人
」
が
北
朝
方
に
転
じ
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。一
一
発
給
年
次
の
比
定
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（宗広・道忠三、）
結
城
上
野
入
道
殿
【史料３］は【史料２］と同じく「結城家文書重書案」
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
を
一
○
九
号
と
し
て
掲
げ
る
「
円
河
市
史
』
で
は
冒
頭
の
「
結
城
郡
内
上
方
者
」
か
ら
「
今
度
悉
成
御
敵
候
了
」
ま
で
を
含
め
て
「
陸
奥
同
宣
案
」
と
し
て
い
る。しかしながら、以上の文一一一一ｍは国宣のものとして机応し
くないのではないだろうか□また、［史料３］全体を一通
の文書と見た場合、「一、寒河郡十二郷内」と記しながら、
そ
の
後
の
行
に
お
い
て
「
下
野
国
寒
河
郡
事
」
と
す
る
の
も
や
や
疑
問
と
い
え
る
。
そ
こ
で
注
Ⅱ
し
た
い
の
が
、
こ
の
童
書
案
か
ら
は
お
お
よ
そ
文
書
の
切
れ
Ⅱ
毎
に
一
行
分
辞
度
の
余
白
を
以
て
次
の
文
書
を
書
き
写
し
始
め
る
と
い
っ
た
書
写
態
度
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
（、）
できることである。この占佃を踏まえて［史料３］の原本写
真
を
見
る
と
、
「
今
度
悉
成
御
敵
候
了
」
以
下
の
部
分
に
も
や
は
り
余
、
が
あ
り
、
そ
れ
を
挟
ん
で
「
下
野
国
寒
河
郡
事
」
以
下
の
部
分
を
書
き
写
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
か
ら
、
「
結
城
郡
内
上
方
者
」
か
ら
「
今
度
悉
成
御
敵
候
了
」
ま
で
の
部
分
は
「
下
野
ロ
寒
川
郡
事
」
以
下
の
文
書
と
は
別
の
文
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
（⑬｝
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
下
野
国
寒
河
郡
事
」
以
下
の
部
分
の
み
を
「
陸
奥
同
宣
案
」
と
見
な
し
て
お
き
た
い
（
以
下
、
｜
史
料
３
］
の
「
今
度
悉
成
御
敵
候
了
」
以
前
を
［
史
料
３
１
円
観
房
忠
鎮
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
時
期
に
つ
い
て
（
築
地
）
１】「下野国寒河郡事」以後を［史料３１２］と呼ぶこと
（ｕ）
にする）。
この他、【史料３１１］の後半の割書部分「六郷為閥所、
先
立
残
六
郷
領
主
拝
領
了
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
字
配
り
自
体
は
確
か
に
【
史
料
３
１
１］の通りなのであるが、この部分は現状のままでは必ず
し
も
文
意
が
明
瞭
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
「
結
城
家
文
書
重
書
案
」
に
含
ま
れ
た
案
文
で
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
重
書
案
作
成
時
の
誤
写
の
可
能
性
を
以
て
こ
の
問
題
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
はおそらく「鰍綱燗柵所、先立残六郷領主」と記されていた
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
、
。
、
寒河郡十二郷内榊洲燗洲所、先立残六郷領主等、今度悉成御
敵候了」とあったものが、重書案作成時に誤って［史料３
１１］のように書写されてしまったと推測しておきたい。
さて、［史料３１１］の前半部分には「結城郡内上方者
（結城）
為
朝
祐
跡
、
先
一
辿
拝
領
之
」
と
あ
っ
て
、
先
頃
宗
広
が
結
城
朝
祐
跡
の
結
城
郡
上
方
を
拝
領
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
点
は
次
の
【史料４］に対応する部分を見出すことができる。なお、
［史料４］も「結城家文書重書案」のなかの一通として今
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
一
一
＝￣
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【史料４］
（結城）
下
総
国
結
城
郡
朝
祐
跡
、
下
野
国
寒
河
郡
閥
所
、
同
国
中
泉
庄
虻Ⅷ継汀鮒瓢鵬．、為勲功賞、可令知行者、
延元一一年一一一月十六日
左中弁在判
結城鳴蝿Ｍ遡蛎）
［史料４］には、勲功の賞として宗広に対して下総・下
野
の
所
領
を
給
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
（結城）
「結城郡朝祐跡」とあるから、［史料３１１］に見唇える朝祐
跡の結城郡上万の「先立拝領」というのは一一一一一二七年（延
元二・建武四）’一一月十六日を指すことが判明する。一方、
「寒河郡十二郷」のことに関しても【史料３１１］の後半
部
分
で
「
六
郷
為
閼
所
、
先
立
拝
領
了
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
【
史
料
４
］
に
お
い
て
「
下
野
国
寒
河
郡
關
所
（
中
略
）
為
勲
功
賞
、
可
令
知
行
」
と
宗
広
に
伝
え
て
い
る
こ
と
と
合
致
す
る
と
捉
え
られるから、【史料３１１］で「先立拝領了」といってい
るのもやはり一一一一一一一七年（延元一一・建武Ⅲ）三月十六Ⅱの
ことと判断できる。
ま
た
、
［
史
料
３
１
１
］
に
は
「
寒
河
郡
十
二
郷
」
の
う
ち
「
残
六
郷
領
主
等
、
今
度
悉
成
御
敵
候
了
」
と
も
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
点に関連して注目すべきは顕家が［史料３１２】で宗広に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
対
し
て
「
下
野
国
寒
河
郡
事
、
領
主
等
悉
与
同
凶
徒
云
々
、
然
早
彼
法
政
史
学
第
七
十
五
号
跡可被領掌」と指示していることである。これによれば、
こ
の
日
、
宗
広
は
領
主
等
の
凶
徒
与
同
に
伴
い
生
じ
た
寒
河
郡
内
の
關
所
地
を
顕
家
よ
り
給
与
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る「寒河郡」が【史料３１１］の「残六郷」を指すことは
明らかであるから、同地の給与も一一一一一二七年（延元二・連
（胆）
武
川
）
八
Ｍ
二
十
二
Ⅲ
に
な
さ
れ
た
と
確
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て、【史料２］において宗広が「結城下力」と共に給与を
所
望
し
て
い
る
「
寒
河
内
六
郷
」
と
は
「
残
六
郷
」
の
こ
と
を
指
す
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
次
の
よ
う
に
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
結
城
下
方
」
・
「
寒
川
内
六
郷
」
の
二
箇
所
の
所
領
給
与
申
請
が
宗
広
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
は
、
【
史
料
４
］
を
与
え
ら
れ
、
結
城
郡
上
方
や
寒
河
郡
内
の
六
郷
が
宗
広
の
も
の
と
な
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
寒
河
郡内の残り六郷が【史料３１２］によって給与されている
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
［
史
料
２
］
の
発
給
年
次
は
こ
れ
以
前
、
つ
まりすでに指摘されているように一一一一一一一七年（延元二・建
（Ⅳ）
武
山
）
に
比
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
三
「
法
勝
寺
上
人
」
と
は
誰
か
それでは、一一一一一一一七年（延元一一・建武川】段階において
＝二
一
四
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「
法
勝
寺
上
人
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
相
応
し
い
人
物
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
円
観
が
当
た
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
み
た
いｏ『太平記」に記されたものであるから、当時そう呼ばれ
て
い
た
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
元
弘
の
変
に
お
い
て
北条氏調伏の祈祷を行ったとして一一一一一一一一年（元徳一一一）五
月
に
文
観
・
忠
円
の
二
人
と
共
に
六
波
羅
探
題
に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
た
際
の
記
事
に
「
法
勝
寺
円
観
止
人
」
と
あ
る
こ
と
に
は
ひ
と
ま
ず
（肥）
注目しておきたい。また、『園太暦」観応三年（一一二五一一）
閏
二
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
南
朝
と
の
和
議
の
た
め
後
村
上
天
皇
の
行
幸
先
た
る
住
吉
神
社
に
足
利
義
詮
の
使
者
と
し
て
「
恵
鎮
上
人
」
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
「
太
平
記
」
の
記
事
に
も
「
義
詮
朝
臣
、
法
勝
寺
之
恵
鎮
上
人
ヲ
使
ニ
テ
、
臣
不
臣
之
罪
ヲ
謝
シ
テ
、
勅
免
ヲ
可
蒙
由
申
入
候
之
処
、
照
臨
已
二
下
情
ヲ
患
シ
テ
、
上
下
和
睦
ノ
義
事
定
テ
候
ヌ
ル
上
ハ
、
何
事
ノ
御
用
心
力
候
へ
キ
ー
、
和
田
・
楠
以
下
之
官
軍
等
、
混
ス
ラ
合
戦
之
企
有
ル
由
承
及
候
、
何
様
之
子
細
ニ
テ
候
ヤ
ラ
ン
ト
申
サ
レ
久爬」と見えているのである。以上を踏まえて、この二つ
の間に位置する【史料５］の記事に注目してみたい。
［史料５］
〔道〕遁場
房
助
注
記
猷
覚
ハ
、
｜
兀
ハ
法
勝
寺
ノ
僧
ニ
テ
覚
応
坊
ト
申
円
観
房
恵
鎮
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
時
期
に
つ
い
て
（
築
地
）
（後醍醐天皇）
シ
、
力
、
先
帝
船
上
二
御
坐
有
、
ン
時
、
大
衣
ヲ
解
、
山
徒
ノ
貌
〔ヲ〕
二
立
帰
り
、
弓
矢
二
携
テ
ー
時
二
栄
花
ヲ
開
ケ
リ
、
山
門
両
度
ノ
臨
幸
二
軍
用
ヲ
支
シ
事
、
偏
二
猷
覚
力
作
処
也
シ
カ
ハ
、
山
（延兀元・建武二一年）
徒ノ中ノ張本也トーナ、十一一月Ⅱ九日阿弥陀峯ニテ首ヲ
、
、
、
、
、
、
刎
一
フ
レ
ケ
ル
カ
、
一
首
ノ
歌
ヲ
留
テ
、
法
勝
寺
ノ
上
人
ノ
方
へ
ソ送ケル、
（別）
大
方
ノ
年
ノ
蟇
カ
ト
田
心
シ
ニ
我
身
ノ
ハ
テ
モ
今
夜
ナ
リ
ケ
リ
［史料５］には、猷覚なる者がもとは法勝寺の僧であり、
後
醍
醐
が
船
上
山
で
挙
兵
し
た
際
、
大
衣
を
脱
い
で
延
暦
寺
僧
の
姿
と
な
り
、
弓
箭
を
携
え
て
一
時
の
栄
華
を
誇
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
猷
覚
は
比
叡
山
へ
の
後
醍
醐
の
二
度
の
臨
幸
に
あ
たり軍資金を用意したために延暦寺僧の帳本として一一一一三
六年（延元元・建武一二）十一一月二十九Ｈに処刑されたこと
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
彼
は
辞
世
の
歌
を
「
法
勝
寺
ノ
上
人
」
に
送
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
見
え
る
「法勝寺ノ上人」が誰であったかといえば、先に確認した
前
後
の
状
況
よ
り
推
し
て
、
そ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
（、）
に円観に当たる可能性が一局いといえるだろう。
以化の検討によって【史料２］が発給された一三一一一七年
（
延
元
二
・
建
武
Ⅲ
）
に
ほ
ど
近
い
時
期
に
円
観
が
「
法
勝
寺
上
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
導
き
出
せ
る
わ
け
だ
が
、
留
意
し
五
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て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
「
太
平
記
」
内
で
の
確
認
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
同
時
代
史
料
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
管
見
に
よ
れ
ば「園太暦」観応二年（一一二五一）八月七日条に「法勝寺
忠
鎮
化
人
」
と
見
え
て
お
り
、
年
未
詳
な
が
ら
円
観
が
「
聰
無
動
院
人
々
御
中
」
に
対
し
て
東
寺
領
の
こ
と
を
報
告
し
た
文
書
に
も
「
法
（型）
勝
寺
上
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
彼
が
「
法
勝
寺
上
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
三
三
七
年
（
延
元
二
・
建
武
四
）
段
階
に
お
い
て
円
観
が
「
法
勝
寺
上
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
不
明
と
せ
ざるを得ない。
し
か
し
な
が
ら
、
他
に
有
力
な
候
補
も
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
「
剛
太
孵
」
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
六
月六日条所収の嘉暦四年（一三一一九）四月十七日「後醍醐
天
皇
論
］
川
案
」
の
宛
所
に
お
い
て
「
忠
鎖
化
人
御
房
」
と
記
さ
れ
て
いる円観が、先行研究によって一一一三七年（嘉暦一一）以降
に
は
法
勝
寺
大
勧
進
職
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（羽）
ことを踏まえれば、一一二一一一七年（延元一一・建武四）当時の
「
法
勝
寺
上
人
」
も
円
観
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
見
て
問
題
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法
政
史
学
第
七
十
五
号
そこで、この点を【史料２］の記すところと重ね合わせ
て、円観は一一一一一一一七年（延元一一・建武四）七月をそれ程遡
らない時期に北朝方に転じたと見なしたⅧ。
ところで、先に確認したように［史料２］によれば宗広
の
所
領
要
求
に
関
わ
る
と
推
測
さ
れ
る
「
虫
害
」
は
円
観
を
介
し
て
後
醍
醐
の
も
と
に
届
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
円
観
は
後
醍
醐
へ
の
取
り
次
ぎ
の
窓
口
と
し
て
姿
を
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
本
稿
の
は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
円
観
が
後
醍
醐
と
密
接
な
結
び
つ
き
を
有
し
て
い
た
政
僧
で
あ
っ
た
点
が
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
も
そ
も
円
観
と
宗
広
の
間
に
は
こ
れ
以
前
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
可
能
性
が
桁
摘
で
き
る
か
ら
、
そ
の
点
よ
り
円
観
が
選
ば
れ
た
と
捉
え
る
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一三一一一一年（元徳一一一）、文観・忠円と共に六波羅探題に
捕
縛
さ
れ
た
円
観
は
鎌
倉
に
護
送
さ
れ
、
佐
介
氏
に
身
柄
を
預
け
ら
れたことが知られ肛純、その後【史料６］にあるような決
定
を
み
た
の
で
あ
る
。
［史料６］
（一兀徳一一一年）
同七月十一二日、一二人ノ僧達遠流ノ在所定テ、文観僧正
ハ
硫
黄
島
、
忠
円
僧
正
ハ
越
後
国
へ
流
サ
ル
、
円
観
上
人
計
り
〈宗広・道忠）
ヲ
ハ
、
遠
流
一
等
ヲ
宥
メ
、
結
城
上
野
入
道
二
預
ラ
レ
ケ
レ
一一一一ハ
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本
稿
に
お
け
る
結
論
は
、
円
観
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
が
一
三
三
七
年
（
延
元
二
・
建
武
四
）
七
月
を
そ
れ
程
遡
ら
な
い
時
期
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
が
、
で
は
こ
の
時
期
に
彼
を
北
朝
方
へ
と
奔
ら
せ
た
契
機
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
に
お
い
て
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題とし
た
い
。
ハ、奥州へ奉具足、長途之旅ニサソラヒ総泄、
【史料６］によれば、’’一人の僧たちは遠流となり、文観
は硫黄胤側、忠円は越後国に流され、円観は遠流一等を減
じ
て
、
宗
広
に
預
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
宗
広
は
建武政権の誕生に伴い許された円観を引き連れて上洛し、
後醍醐から本領を安堵されて乢秘が、こうした経緯のなか
で
円
観
は
宗
広
と
親
交
を
結
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
後
鵬
醐
へ
の
取
り
次
ぎ
の
窓
川
に
選
ば
れ
た
と
考
え
た
い
。
注（
１
）
「
太
平
記
」
巻
一
「
関
東
調
伏
法
被
行
事
」
□
な
お
、
本
稿
で
は
「太平記」の本文に鷲尼順敬校訂「西派院本太平記」（刀江
書
院
、
’
九
三
六
年
）
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
「
太
平
記
』
は
中
宮
円
観
房
恵
鎮
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
時
期
に
つ
い
て
（
築
地
）
お
わ
り
に
禧
子
の
懐
妊
祈
祷
を
名
Ⅱ
と
し
た
幕
府
調
伏
の
祈
祷
が
始
め
ら
れ
た
の
を
「
元
亨
二
年
ノ
春
ノ
比
ヨ
リ
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
三二六年（嘉暦元）から一一一一二九年（元徳元）末までの少
な
く
と
も
川
年
間
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
、
百
瀬
今
朝
雄
「
元
徳
元年の「中宮御懐妊」」（同「弘安書札礼の研究ｌ中世公家
社
会
に
お
け
る
家
格
の
桂
桔
」
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
○
年
、
初
出
は
一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
（２）杉山次子「難太平記の諸本について」ｓ軍記と語り物」
九
、
一
九
七
二
年
）
や
同
「
京
大
谷
村
文
庫
本
「
難
太
平
記
」
の
太
平
記
作
者
に
関
す
る
記
事
」
（
「
日
本
歴
史
」
二
八
七
、
一
九
七
二
年
〉
の
諸
本
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
「
難
太
平
記
」
の
良
書
は
京
都
大
学
附
属
図
害
飢
所
蔵
の
谷
村
文
庫
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
論
旨
に
関
わ
る
異
同
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
「
群
書
類
従
第二十一輯」所収のものを使川する。
（３）細部においては論者によって見解を異にする部分もある
が
、
そ
れ
ら
の
異
同
は
い
ず
れ
も
主
に
こ
の
逸
話
に
登
場
す
る
三
人
の人物の没年Ⅱと等持寺の建立年代より算拙された一一一一一一一
八年（延元三・暦応元）から一一一一五○年（正平五・観応
元
）
三
月
ま
で
の
間
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
な
お
、
こ
う
し
た
年
代
幅
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
増
川
欣
弓太平記』研究における比較文学的方法」（同。太平記』
の
比
較
文
学
的
研
究
」
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）
が
具
体
的
な
根
拠を挙げながら算出しているので参照のこと。
（
４
）
辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
史
巾
肚
篇
之
三
」
（
岩
波
書
店
、
’
九
壜七
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四
九
年
）
、
黒
田
俊
雄
「
寺
社
勢
力
ｌ
も
う
一
つ
の
中
世
社
会
ｌ
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
○
年
）
、
小
木
杵
千
代
子
「
恵
鎮
（
円
観
）
上
人
年
譜
稿
」
（
長
谷
川
端
編
「
太
平
記
の
成
立
」
汲
占
書
院
、
一
九
九
八
年
）
、
松
尾
剛
次
「
太
平
記
鎮
魂
と
救
済
の
史
書
』
（
中
央
公
論新社、二○○｜年）など。
（
５
）
例
え
ば
「
国
史
大
辞
典
第
二
巻
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
年
）
の
「
え
ん
か
ん
円
観
」
の
項
（
多
賀
宗
隼
氏
執
筆
）
で
は
「
尊
氏
が
後
醍
醐
天
皇
に
反
す
る
に
及
ん
で
円
観
は
北
朝
方
に
奔
っ
て
活
動
を
続
け
た
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
は
『
日
本
史
大
事
典
第
一
巻
」
（
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
・
大
隅
和
雄
氏
執
筆
）
や
「
Ｒ
本
中
世
内
乱
史
人
名
事
典
〈
上
筥
（
新
人
物
往
来
社
、
二
○
○
七
年
。
野
村
育
世
氏
執
筆
）
の
該
当
項
Ⅱ
な
ど
に
も
見
える。
（６）「太平記」巻十四「箱根軍事」・「竹下軍事」。
（
７
）
向
日
「
足
利
直
義
安
堵
状
案
」
（
相
模
宝
戒
寺
文
書
、
「
南
北
朝
遺
文
関
東
編
第
一
巻
」
七
五
八
号
）
。
（
８
）
何
日
「
北
畠
親
房
御
教
書
案
」
（
白
河
集
古
苑
所
蔵
「
、
河
結
城
家
文
書
」
、
「
白
河
市
史
第
五
巻
資
料
編
２
古
代
・
中
阯
」
第
二
編
中
世
／
Ｉ
文
書
一
○
七
サ
。
以
下
本
書
か
ら
史
料
を
引
川
す
る
場
合
に
は
書
名
を
『
白
河
」
と
略
し
、
ヨ
白
河
」
一
○
七
号
」
の
よ
う
に
記
す
。
た
だ
し
文
書
群
名
は
適
宜
改
め
た
）
。
な
お
、
白
河
結
城
家
文
書
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
に
村
井
章
介
編
「
中
世
東
国
武
家
文
書
の
研
究
ｌ
白
河
結
城
家
文
書
の
成
立
と
伝
来
’
一
（
高
志
書
院
、
二
○
○
八
年
）
が
あ
る
。
法
政
史
学
第
七
十
五
号
（９）なお、【史料２］の傍線部ｂの部分については一言付け
加
え
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
文
中
の
「
間
」
は
一
般
的
に
は
「
～
の
で
」
の
意
味
で
使
川
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
従
え
ば
こ
の
前
後
の
箇
所
は
。
使
者
が
）
享
書
を
法
勝
寺
に
持
参
し
ま
し
た
の
で
、
後
醍
醐
の
も
と
に
は
届
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
」
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
で
は
な
ぜ
「
後
醍
醐
の
も
と
に
耐
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
結
果
を
導
い
た
原
閃
が
「
事
評
を
法
勝
寺
に
持
参
し
た
」
に
あ
る
の
か
が
判
然
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
部
分
は
［
史
料
２
］
の
傍
線
部
ｃ
の
部
分
を
考
慮
し
て
「
事
書
を
（
敵
方
の
）
法
勝
寺
に
持
参
し
ま
し
た
の
で
、
後
醍
醐
の
も
と
に
は
届
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
」
と
い
っ
た
よ
う
に
意
を
補
っ
て
訳
出
す
れ
ば
問
題
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
傍
線
部
ｂ
・
ｃ
の
内
容
を
結
び
つ
け
て
本
文
に
記
し
た
よ
う
な
事
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
と
判
断
し
た
い
。
（
皿
）
ち
な
み
に
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
南
北
朝
遺
文
関
東
編
第
一
巻
』
や
『
南
北
朝
遺
文
東
北
編
第
一
巻
」
も
【
史
料
２
］
の
発
給年次を一一一一一一一七年（延元二・建武川）としている。
（
ｕ
）
同
Ⅱ
「
陸
奥
阿
宣
案
」
（
ｎ
河
集
古
苑
所
蔵
「
白
河
結
城
家
文
書」、「白河」一○九号）。
（
ｕ
）
「
重
要
文
化
財
指
定
記
念
中
世
結
城
家
文
書
』
（
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
白
河
集
古
苑
、
’
九
九
六
年
）
五
八
～
六
五
頁
に
「
結
城
家
文
書
童
書
案
」
全
体
の
原
本
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
書
に
よ
っ
て
こ
の
点
は
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
【
史
料
３
］
の
部
分
の
み
な
ら
ば
「
白
河
」
一
○
九
号
に
も
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
八
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の
で
参
照
の
こ
と
。
（
、
）
で
は
、
こ
の
部
分
は
一
体
如
何
な
る
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
内
容
の
一
致
や
形
式
の
点
か
ら
判
断
し
て
本
稿
で
は
【
史
料
２
］
に
見
え
る
「
事
書
」
そ
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
（
ｕ
）
ち
な
み
に
、
「
結
城
市
史
第
一
巻
古
代
中
世
史
料
編
」
で
は
［
史
料
３
１
１
］
部
分
を
「
結
城
郡
内
卜
方
者
」
か
ら
「
今
度
成
朝
敵
了
」
ま
で
の
部
分
と
「
｜
、
寒
河
郡
十
二
郷
内
」
か
ら
「
今
度
悉
成
御
敵
候
了
」
ま
で
の
部
分
に
分
け
、
前
者
を
【
史
料
４
］
の
、
後
者
を
【
史
料
３
１
２
］
の
そ
れ
ぞ
れ
（
註
記
）
と
捉
え
る
解
釈
案
を
提
示
し
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
「
二
一
伊
勢
結
城
文
書
」
６
．
９
と
し
て
「
結
城
市
史
」
に
収
録
）
。
「
結
城
家
文
書
重
書
案
」
内
で
の
各々の文書の配列は［史料４］↓［史料３１１］↓［史料
３１２］の順になっているから、【史料３１１］を【史料
上
や
【
史
料
３
１
２
］
の
（
註
記
）
と
見
る
べ
き
呵
能
性
も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
重
書
案
の
書
写
態
度
よ
り
す
れ
ば
【
史
料
３
１
１
］
は
や
は
り
「
一
通
の
文
書
」
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
前
後
に
分
け
る
史
料
操
作
に
は
従
え
な
い
。
（
巧
）
同
日
「
後
醍
醐
天
皇
繍
旨
案
」
（
白
河
集
古
苑
所
蔵
「
白
河
結
城
家文書」、「白河」九五号）。
（咽）【史料３１２］では陸奥国宜の形式で宗広に寒河郡内六
郷
が
給
与
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
［
史
料
２
］
の
円
観
房
恵
鎮
の
北
朝
方
へ
の
帰
順
時
期
に
つ
い
て
（
築
地
）
傍
線
部
ａ
に
よ
れ
ば
宗
広
の
「
寒
河
内
六
郷
」
の
給
与
申
請
に
対
し
て
、
と
り
あ
え
ず
は
顕
家
の
陸
奥
国
宣
に
よ
っ
て
拝
領
す
る
よ
う
に
親
房
が
指
示
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
陸
奥
国
宣
拝
領
は
以化の指一不に従ったものと捉え心伽鵬縦労う。
（辺なお、［史料２］の前半部分「川司御上洛事」によれば、
顕
家
の
上
洛
に
伴
い
宗
広
に
も
軍
勢
の
進
発
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
顕
家
の
上
洛
は
二
度
の
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
一
三
ｈ年（建武一一）’二Ⅱと二一一三七年（延元一一・建武Ⅲ）八
月
に
上
洛
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
［史料２］の発給年次を一一一一三七年（延元二・建武川）に
求
め
る
の
が
正
し
い
と
す
る
と
、
前
半
部
分
の
内
容
は
顕
家
の
二
度
Ⅱ
の
上
洛
に
関
わ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
何
ら
矛
盾
の
生
じ
な
い
こ
と
を
念
の
た
め
指
摘
し
て
お
く
。
な
お
、
顕
家
の
二
度
の
上
洛
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
渡
部
正
俊
「
宗
広
と
親
朝
ｌ
南
北
朝
期
Ｉ
」
（
「
、
河
巾
史
第
一
巻
通
史
編
１
原
始
・
古
代
・
中
世
」
日
河
市
、
二
○
○
四
年
）
に
詳
し
い
の
で
参
照
の
こ
と
。
（旧）「人下記」巻二「南都北徽行幸頓」。この他、この川来蛎
は「鎌倉年代記裏書」元徳三年（二一一一一一）五月ⅡⅡ条に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
長
崎
孫
囚
郎
左
衛
門
尉
・
南
条
次
郎
左
衛
門
尉
、
為
使
節
上
洛
、
為
召
禁
府
中
弁
俊
基
井
文
観
・
円
観
等
也
」
と
見
え
て
い
る
。
（岨）「太平記」巻三十「住吉松折事井和田・楠京都軍事同細川
讃岐守討死事」。
三
九
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［
付
記
］
本
稿
は
、
本
学
の
修
士
課
程
修
了
後
も
出
席
を
許
さ
れ
て
い
る
村
井
章
介
先
生
の
「
ｎ
本
中
世
史
演
習
」
Ｓ
白
河
市
史
」
所
収
中
世
史
料
講
読
）
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
末
尾
な
が
ら
、
ご
指
導
頂
い
た
村
井
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
（型「太平記」巻十七「還幸供奉人々被禁獄事」。
（皿）松尾前掲注（４）著書一一一一○～一一一一一一一頁。
（
皿
）
九
月
二
Ｉ
Ⅱ
「
円
観
国
師
恵
鎮
書
状
」
（
東
寺
百
合
文
書
せ
函
南
、
「続図録東寺百合文書」’七号）。
（
型
小
木
曽
前
掲
注
（
４
）
論
文
一
六
○
頁
。
（
型
）
こ
う
し
た
理
解
が
正
し
い
と
す
る
と
、
【
史
料
１
］
に
よ
っ
て
直
義
が
円
観
に
宝
戒
寺
住
持
職
と
同
寺
領
相
模
国
金
目
郷
の
半
分
を
「
如
元
」
認
め
て
い
る
の
は
、
北
朝
方
へ
の
帰
順
に
伴
っ
て
円
観
に
対
し
て
改
め
て
付
与
さ
れ
た
「
安
堵
」
の
意
だ
っ
た
と
見
る
余
地
が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（妬）「太平記」巻二「両三上人関東下向事」。
（
理
注
（
妬
）
史
料
。
（
〃
）
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
硫
黄
島
流
刑
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
「
流
刑
地
」
と
し
て
の
東
と
西
ｌ
そ
の
成
立
と
展
開
ｌ
」
Ｓ
文
化
継
承
学
論
集
」
五
、
二
○
○
九
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
（羽）「太平記」巻十二「公家一統政道事付菅丞相事」。
法
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史
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